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演奏会を組み立てるには、

理性と情熱が半々

　僕が指揮を始めた高校生の頃、たま

たま行った楽器屋さんに木の指揮棒が

置いてあって、握っただけで指揮者に

なったような気分になって悦に入って

いたのですが（笑）、そのときのしっく

りした感覚がいまだに捨てきれなくて

木の指揮棒を使い続けているというこ

ともあります。木製なので、どうして

も折れてしまうことがありますが、指

揮をしている上で「こういう動きはし

たくない」と思っているようなことを

してしまったときに、後ろにあるバー

にぶつかったり、譜面台にぶつかって

折れてしまうんです。そういうときは、

苦楽を共にしてきた戦友を失ったよう

な気分で落ち込みます。

　譜面台も含めて自分の周りの空間は

把握しておかないといけないのに、そ

れを無視して、もしくは忘れて動いて

いるときは、理性を失っているわけで

す。演奏会を組み立てるには理性と情

熱－本能と言い換えてもいいですが、

それが半々だと思っています。なのに

本能だけが先走っているときには何も

見えていない。そういうときに限って、

「バキッ」とやってしまう。そのとき

の演奏会は心のバランスが崩れている

わけですから、後で録音を聴いてもろ

くなものではありません。

指揮棒は音を出しませんが、

やはり楽器という意識を

持つべき

　僕は折れた指揮棒を捨てないで、全

部 “ 指揮棒の墓場 ” と呼んでいる花瓶

に挿して取ってあるんです。「自分の

せいで折れてしまった」という戒めに

もなりますので。そもそも、指揮者は

力を入れて振ってもろくな音が出ませ

ん。実は昔 45㎝という長い指揮棒を

使っていた時期があるのですが、力が

入りまくっていて「なんで思うように

音が出ないんだろう」と悩んでいまし

た。でもふとしたことから持っていた

指揮棒を切って短くしてみたら、身体

から力が抜けて、良い音が出るように

なった。そのときからです。「指揮棒
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も楽器」という思いを強めたのは。

　指揮棒は音を出しませんが、それを

使って音を出してもらう以上はやはり

楽器という意識を持つべきだと思いま

す。楽器だと意識しないと、指揮棒を

持つということが逆に制約になる場合

もあるくらいです。まず 5 本の指を閉

じなければならないし、指揮棒がある

ことで身体の動きも制約されるわけで

すから。それがわかった上で、でもや

はり指揮棒は必要なんですね。指揮棒

が手の動きの延長であり、自分の手の

動きを助けてくれるものだというとい

うこと理解していれば、そこに音が付

いてきます。結果的に、指揮棒も音を

出していますよね。だから「指揮棒は

楽器」なのです。
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Chapter 5　二 人 が 語 る         指 揮 棒 の お は な し

　指揮棒によって意思が伝わりやす

い、 伝 わ り に く い の 違 い は、 自 分 に 

とって持ちやすいかどうかだと思い 

ま す。 持 ち や す く て 動 か し や す い 指

揮棒は意思が伝わりやすいですから、 

そういう指揮棒を自分で探すべきだと

思います。みんな楽器を選ぶときには、

自分にとって演奏しやすい楽器を選ぶ

じ ゃ な い で す か。 指 揮 棒 も そ う い う 

ふ う に 選 ぶ べ き で す。 な の に 指 揮 棒 

だけ適当なものを選んで、適当に指揮

してしまう。でもそうじゃない。「指

揮 棒 は 楽 器 だ 」 と 思 う だ け で、 意 識 

が変わると思います。

　最初は PICKBOY のカタログを見な

がら重さを検討して候補を選んだので

すが、指揮者生活 25 年にして、やっ

と手に馴染む指揮棒に出会えたと思

い ま す。 こ こ に 至 る ま で の 道 の り は

長かったですね。それがメープル製で 

ホワイトにペイントされた長さ 320

㎜のシャフトとエボニー製のグリップ

を 持 つ、FT-150EB/W で す。 振 っ た

時に私の手の動きを最も的確に表現し

てくれるような長さに多少自分で調整

していますが、握りに重みのあるエボ

ニーグリップのおかげで良好なバラン

スは変わらないということがわかりま

した。

演奏しやすい楽器を選ぶように指揮棒も選ぶべき
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